
 

 

 

 

 

 

 

2019年２月 21日北海道胆振地方中東部の地震の評価 

 

 

○  ２月 21日 21時 22分に胆振（いぶり）地方中東部の深さ約 35kmでマグニチュード(M)5.8

（暫定値）の地震が発生した。この地震により胆振地方で最大震度６弱を観測した。今

回の地震は、2018 年９月６日の M6.7 の地震で最大震度７を観測した平成 30 年北海道胆

振東部地震の一連の活動と考えられる。 

 

○  今回の地震の発震機構は東西方向に圧力軸を持つ型で、陸のプレート内で発生した地

震である。 

 

○  平成 30 年北海道胆振東部地震の活動は、南北約 30km の領域で継続している。今回の

地震の震源は、この活動の領域内の北部に位置する。 

 

○ ＧＮＳＳ観測の結果（速報）及び陸域観測技術衛星２号「だいち２号」の合成開口レー

ダー干渉解析の画像によると、今回の地震に伴う有意な地殻変動は観測されていない。 

 

○ 胆振地方東部・日高地方から浦河沖の周辺では、陸域で通常発生する地殻内の地震より

も深い場所でも地震が多く発生している特徴が見られ、平成 30年北海道胆振東部地震の

一連の地震活動はこのような特徴がある地域で発生したものである。また、地震活動が

続いている場所の西側の地表付近では、石狩低地東縁断層帯が南北方向に延びているこ

とが確認されている。 

 

○ 平成 30 年北海道胆振東部地震の一連の地震活動は、全体として引き続き減衰しつつも

継続しており、一連の活動は当分の間続くので注意が必要である。 

 

 

 

注：ＧＮＳＳとは、ＧＰＳをはじめとする衛星測位システム全般をしめす呼称である。 

平成３１年２月２２日 

地震調査研究推進本部 

地 震 調 査 委 員 会 



平成31年2月21日21時22分頃の胆振地方中東部の地震

震度分布図

各観測点の震度分布図 （震央近傍を拡大）
：震央×

各地域の震度分布



気象庁地震火山部

月別

1 2 3 4 5弱 5強 6弱 6強 7 回数 累計
9/6 - 9/30 151 75 33 16 1 0 0 0 1 277 277

10/1 - 10/31 22 6 2 4 1 0 0 0 0 35 312
11/1 - 11/30 8 4 0 1 0 0 0 0 0 13 325
12/1 - 12/31 1 1 2 0 0 0 0 0 0 4 329
1/1 - 1/31 3 1 0 0 0 0 0 0 0 4 333
2/1 - 2/22 5 0 0 0 0 0 1 0 0 6 339

総計 190 87 37 21 2 0 1 0 1

日別

1 2 3 4 5弱 5強 6弱 6強 7 回数 累計
2/1 00時-24時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 333
2/2 00時-24時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 333
2/3 00時-24時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 333
2/4 00時-24時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 333
2/5 00時-24時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 333
2/6 00時-24時 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 334
2/7 00時-24時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 334
2/8 00時-24時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 334
2/9 00時-24時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 334
2/10 00時-24時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 334
2/11 00時-24時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 334
2/12 00時-24時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 334
2/13 00時-24時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 334
2/14 00時-24時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 334
2/15 00時-24時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 334
2/16 00時-24時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 334
2/17 00時-24時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 334
2/18 00時-24時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 334
2/19 00時-24時 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 335
2/20 00時-24時 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 335
2/21 00時-24時 1 0 0 0 0 0 1 0 0 2 337
2/22 00時-15時 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 339

総計 190 87 37 21 2 0 1 0 1

震度１以上を
観測した回数 備考

339

339

（注）掲載している値（速報値）は精査により暫定値となります。その後の調査でも変更する場合があります。

「平成30年北海道胆振東部地震」の最大震度別地震回数表

平成31年2月22日15時現在

平成30年９月６日03時～平成31年２月22日15時、震度１以上

最大震度別回数
震度１以上を
観測した回数 備考

最大震度別回数
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平成３０年北海道胆振東部地震
地震活動の詳細（2019年２月21日24時現在）

震央分布図
（2018年９月６日03時～2019年２月21日24時、

深さ60km以浅、Ｍ2.0以上）
2019年２月以降を赤で表示

気象庁作成

石狩低地東縁断層帯
主部

図中の青色、緑色の細線は地震調査研究推進本部の
長期評価による活断層を示す。

石狩低地東縁断層帯
南部

胆振地方

日高地方

石狩地方

空知地方

時空間分布図（東西投影）

時空間分布図（南北投影）

深さの時系列図

矩形内断面図
（東西投影）

（2019年２月１日～21日、M0.5以上）

矩形内断面図（南北投影）

矩形内Ｍ－Ｔ図及び回数積算図
矩形内Ｍ－Ｔ図及び回数積算図
（2019年２月１日～21日、M0.5以上）
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2019年２月21日21時22分の地震の発震機構解 初動解

[初動解]

東西方向に圧力軸を持つ型

下半球等積投影法で描画
Ｐ：圧力軸の方向
Ｔ：張力軸の方向

※ ●は初動が上向きの観測点、○は初動が下向きの観測点を示す。

発震機構解〔初動解〕について

逆断層型

横ずれ断層型

正断層型

横ずれ断層型

圧力軸に注目した場合の例

張力軸に注目した場合の例

圧力（押す力） 張力（引く力） 断層がずれる方向

気象庁作成

左横ずれ 右横ずれ

左横ずれ右横ずれ
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図１． 3 次元速度構造を用いた tomoDDによる震源分布。
　　　表示期間（2018/9/6 ー 2019/2/21）。赤星印が 2/21 
　　　M5.8 の震源位置。

図２．N120°E 方向から見た余震分布。

図３．南北方向に投影した時空間分布（2018/9/1 - 2019/2/21）。

2019 年 2 月 21 日 21 時 22 分に発生した地震（M5.8）と胆振東部地震の余震分布

震源は全て手動検測による

shimizu-jumpei
テキスト ボックス
北海道大学資料
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胆振地方中東部の地震(2月21日 M5.8)前後の観測データ(暫定)

成分変化グラフ

国土地理院

この地震に伴う明瞭な地殻変動は見られない．

基線図

震央




	2019年2月21日北海道胆振地方中東部の地震の評価.pdf
	確定版ページ番号なし_記者レク資料図表（電子ファイル版）

